
 ネパールにおける大地震に対する緊急人道支援 

（１）救助チーム 

（２）医療チーム  

１．人的貢献：国際緊急援助隊 

 活動概要：カトマンズ市内及び近郊にて捜索救助活動を実施。 
   女性の御遺体一体発見。 
 派遣期間：４月２６日（日）～５月９日（土） 
 派遣構成：７０名（内訳：外務省１名（団長），警察庁２３名，  
        消防庁１７名，海上保安庁１４名，JICA業務調整員１５名） 

第一次隊（４６名） 
 活動概要：シンドゥパルチョーク郡バラビセ（カトマンズの東約６０キロ）にて医療活動。 
 派遣期間：４月２８日（火）～５月１１日（月） 
 派遣構成：４６名（内訳：外務省１名（団長） ，医師８名，看護師１６名，薬剤師２名，医療調整員１０名，JICA業務
調整員９名） 

第二次隊（３４名） 

 活動概要：第一次隊から活動を引き継ぎ，バラビセにて活動実施。１４日以降，カトマンズ近郊の病院にて医療
支援を実施。 

 活動期間：５月７日（木）～５月２０日（水） 
 派遣構成：３４名（内訳：外務省１名（副団長） ，医師６名，看護師１２名，薬剤師２名，医療調整員７名，JICA業務
調整員６名） 

診療者数（バラビセ）：延べ約９２０人。 

 ４月２５日（土）１２時頃（現地時間），ネパールの首都カトマンズ北西約８０キロの地点を震源とするマグニ
チュード７．８の地震が発生。さらに，５月１２日（火）カトマンズ東北東約７６キロ地点を震源とするマグニチュー
ド７．４の強い余震が発生。カトマンズを含む各地で，８，６００名以上の死者及び２１，０００名以上の負傷者を
出す甚大な被害が発生（死者数・負傷者数は５月２７日時点）。各所で建造物が倒壊し，道路も寸断された。 

 我が国は１，４００万ドル（約１６．８億円）の緊急無償資金協力の実施，緊急援助物資の供与とともに，国際
緊急援助隊（救助チーム，医療チーム，自衛隊部隊）を派遣。 
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２．資金的貢献／物的支援 

 ５月１日（金），１,４００万ドル（約１６．８億円）の緊急無償資金協力の実施を表明し，１２日（火），正式決定（国
際機関（WFP（食料，人員・物資輸送），UNICEF（水・衛生），IFRC（シェルター，医療），IOM（避難民キャンプ運営），UNFPA
（保健），UNDP（がれき処理等），UN  HABITAT（自主避難民の避難所支援），OCHA（人道支援に係る総合調整）を通じた支
援） 

 緊急援助物資（テント，毛布）は５月４日（月）以降，１２日（火）までに現地到着。 
 日本のNGOを通じた支援 

（３）自衛隊部隊（医療援助隊（含 調査チーム）） 

 活動概要：カトマンズ市内及び近郊にて医療活動。診療者数は延約２，９００人。 
 派遣期間：４月２９日（水）～５月２２日（金） 
 派遣構成：統合運用調整所（４名），医療救助隊（約１１０名），空輸隊（待機を含む約１６０名） 
   （空輸隊は，自衛隊医療援助隊が使用する資機材・物資を輸送。） 

国際緊急援助隊・救助チーム 

 ネパールにおける大地震に対する緊急人道支援 

自衛隊部隊（医療援助隊） 緊急無償資金 
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